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【
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

小
吉　

昭
弘	

（
中
央
分
団
）

　

川
畑　

力
男	

（
前
大
原
分
団
）

【
日
本
消
防
協
会
功
績
章
】

　

坂
口　

勇
夫	

（
前
本
部
）

【
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
】

▪
40
年
勤
続
章

　

岩
下　

芳
文	

（
本
部
）

【
日
本
消
防
協
会
勤
続
章
】

　

30
年
以
上

　

樋
渡　

俊
信	

（
麓
分
団
）

　

木
下　

順
一	

（
池
田
分
団
）	

　

德
永　

英
俊	

（
神
川
分
団
）

　

白
川　

裕
美	

（
中
央
分
団
）

　

水
流　

佳
文	

（
神
川
分
団
）

　

瀬
戸
口
哲
郎	

（
川
原
分
団
）

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
功
績
章
】

▪
20
年
以
上

　

大
園　

秀
徳	

（
大
原
分
団
）

　

坂
下　
　

孝	

（
神
川
分
団
）

　

福
園　

光
秀	

（
神
川
分
団
）

　

中
原　

孝
一	

（
池
田
分
団
）

　

厚
ヶ
瀬
一
浩	

（
宿
利
原
分
団
）

　

舞
原
幸
一
郎	

（
川
原
分
団
）

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
精
績
章
】

▪
15
年
以
上

　

新
久
保　

誠	

（
池
田
分
団
）

　

隠
塚　

尚
良	

（
神
川
分
団
）

　

繁
昌　

友
和	

（
神
川
分
団
）

　

押
領
司
明
人	

（
池
田
分
団
）

　

新
久
保
洋
美	

（
池
田
分
団
）

　

木
下　
　

平	

（
池
田
分
団
）

　

白
井　

良
治	

（
池
田
分
団
）

　

永
吉　

慶
二	

（
宿
利
原
分
団
）

　

牧
原　

勝
郎	

（
宿
利
原
分
団
）

　

大
寺　

幸
夫	

（
麓
分
団
）

【
鹿
児
島
県
知
事
勤
続
章
】

▪
10
年

　

折
小
野
藤
三	

（
麓
分
団
）

　

大
寺　

俊
一	

（
麓
分
団
）

　

松
ノ
下
大
作	

（
前
大
原
分
団
）

　

伊
藤　

𠮷
和	

（
大
原
分
団
）

　

川
路　

昭
典	

（
役
場
消
防
隊
）

　

荒
武　

康
成	

（
中
央
分
団
）

　

前
迫　

芳
文	

（
池
田
分
団
）

　

安
水　

健
一	

（
池
田
分
団
）

　

白
井　

裕
一	

（
池
田
分
団
）

　

馬
込　

真
一	

（
池
田
分
団
）

　

黒
瀬　

慎
吾	

（
役
場
消
防
隊
）

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
肝
属
支
部
勤
続
章
】

▪
15
年

　

久
津
輪
力
哉	

（
中
央
分
団
）

　

野
間　

賢
司	

（
神
川
分
団
）

　

下
柳
田
浩
行	

（
神
川
分
団
）

　

小
平　

浩
文	

（
池
田
分
団
）

　

西
川　

健
児	

（
麓
分
団
）

　

宿
利
原
伸
一	

（
役
場
消
防
隊
）

【
25
年
勤
続
妻
・
家
族
の
表
彰
】

　

上
鶴 

映
子	

（
神
川
分
団
）

【
退
団
者
表
彰
】

▪
10
年
以
上

　

坂
口　

勇
夫	

（
本
部
）

　

永
𠮷　

辰
夫	

（
本
部
）

　

川
畑　

力
男	

（
大
原
分
団
）

　

山
中　

純
一	

（
中
央
分
団
）

　

段　
　

優
一	

（
池
田
分
団
）

　

川
路
伸
一
郎	

（
川
原
分
団
）

　

下
八
重
健
二	

（
川
原
分
団
）

　

松
ノ
下
大
作	

（
大
原
分
団
）

各
表
彰	

（
敬
称
略
）

平成 24年
錦 江 町 消防出初式
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神
川
地
区
公
民
館
は
、
神
川
地

区
の
振
興
の
た
め
に
各
専
門
部
・
各

自
治
会
・
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

特
に
「
集
落
営
農
」
に
重
点
を
置

き
、
先
進
地
視
察
や
研
修
会
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間
を
通

し
て
多
く
の
行
事
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
直
近
で
は
県
下
一
周
駅
伝
大
会

に
伴
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
予
定
で

す
。
今
回
は
、
公
民
館
を
挙
げ
て

取
り
組
む
二
つ
の
行
事
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
八
月
五
日
に
行
わ
れ
た
夏

祭
り
で
す
。
文
化
部
を
中
心
に
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
多
方
面

か
ら
の
御
協
力
や
御
支
援
を
得
て

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
神
川
学

習
セ
ン
タ
ー
体
育
館
を
会
場
と
し
て

地
区
内
外
か
ら
多
数
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
神

川
小
児
童
の
合
唱
に
始
ま
り
演
劇
・

歌
・
踊
り
・
早
飲
み
・
ダ
ン
ス
な
ど

十
四
回
に
及
び
ま
し
た
。
祭
り
の

最
後
に
は
抽
選
会
が
開
か
れ
豪
華

な
賞
品
に
一
喜
一
憂
す
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
地
区
民
老
若
男

の
活
動
や
、
伝
統
行
事
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

季
節
柄
、
一
月
二
十
九
日
（
日
）

に
鬼
火
た
き
を
実
施
し
、
二
月
十
二

日
（
日
）
に
は
も
み
じ
植
栽
・
肥
料

散
布
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
区
民

は
も
と
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連

携
や
青
少
年
育
成
部
、
緑
の
少
年

団
と
も
協
力
し
、
住
み
よ
い
大
原
地

区
の
建
設
を
今
後
も
推
進
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
原
地
区
公
民
館
は
、
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
鹿
児
島
県
の「
集

落
の
維
持
存
続
に
対
す
る
政
策
推
進

モ
デ
ル
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
」
に
選

定
さ
れ
、
地
区
の
現
状
・
課
題
把
握

を
行
う
た
め
聞
き
取
り
・
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
集
落
維
持
の
た
め

の
課
題
解
決
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

二
十
二
年
度
か
ら
は
地
区
計
画
に

基
づ
き
、
地
区
住
民
・
町
が
中
心
と

な
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
連
携
、
地

区
の
行
事
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

が
参
加
し
、
も
み
じ
下
刈
り
、
鬼
火

た
き
等
地
区
外
の
方
々
と
の
交
流
や

集
落
維
持
、
集
落
の
活
性
化
の
た
め

に
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

女
よ
い
ふ
れ
あ
い
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
次
は
、
ソ
バ
＆
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
で
す
。
本
年
度
は
二
月

二
十
六
日
に
神
川
学
習
セ
ン
タ
ー
で

実
施
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
産
業
部
を
中
心
に
ソ

バ
打
ち
を
、
体
育
部
を
中
心
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
う
も
の
で

す
。
ソ
バ
は
ソ
バ
粉
か
ら
全
て
手
作

り
で
す
。
産
業
部
が
ソ
バ
作
り
を
し

て
い
る
間
、
体
育
部
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年

度
は
、
幼
稚
園
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

七
十
余
名
が
参
加
し
、
た
い
へ
ん
に

ぎ
や
か
で
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
終
わ
っ
た

人
か
ら
、
で
き
た
て
の
ソ
バ
と
お
に

ぎ
り
で
昼
食
を
と
り
ま
す
。
手
作
り

な
ら
で
は
の
ソ
バ
は
絶
品
で
す
。
昼

食
が
終
わ
っ
た
後
、
参
加
者
全
員
が

体
育
館
に
集
ま
り
表
彰
式
と
抽
選

会
を
行
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
行
事
は
、

前
年
度
の
反
省
を
も
と
に
、
役
員
や

専
門
部
で
協
議
を
重
ね
改
善
を
加

え
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
実
施
の
行
事
で
は
、
抽
選
会
を

加
え
、
参
加
者
が
誰
で
も
皆
楽
し

め
る
様
に
企
画
し
て
き
ま
し
た
。　

こ
れ
か
ら
も
、
地
区
民
が
楽
し
く
交

今
年
度
は
、
自
治
会
統
合
（
合
併
）

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
十
五
歳
以
上

の
全
地
区
民
を
対
象
に
行
い
、
取
り

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
、
協
議
会
や
検
討

会
、
準
備
委
員
会
等
の
発
足
も
含
め

て
、
自
治
会
長
会
や
役
員
会
等
で
協

議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
区
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
区
公
民
館
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

流
し
、
様
々
な
意
見
を
交
わ
し
な
が

ら
、
神
川
地
区
が
さ
ら
に
活
性
化
し

発
展
す
る
よ
う
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

神
川
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

大
原
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

錦
江
町
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
だ
よ
り
　
11
月
か
ら
数
回
に
渡
り
、
錦
江
町
地
区
公
民
館
活
動
を
地
区
別
に

紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
は
（
神
川
地
区
・
大
原
地
区
）
で
す
。

みんなでソバ作り

大原地区の鬼火たき もみじの下刈り

　

牧
原　

勝
郎	

（
宿
利
原
分
団
）

　

大
寺　

幸
夫	

（
麓
分
団
）

【
鹿
児
島
県
知
事
勤
続
章
】

▪
10
年

　

折
小
野
藤
三	

（
麓
分
団
）

　

大
寺　

俊
一	

（
麓
分
団
）

　

松
ノ
下
大
作	

（
前
大
原
分
団
）

　

伊
藤　

𠮷
和	

（
大
原
分
団
）

　

川
路　

昭
典	

（
役
場
消
防
隊
）

　

荒
武　

康
成	

（
中
央
分
団
）

　

前
迫　

芳
文	

（
池
田
分
団
）

　

安
水　

健
一	

（
池
田
分
団
）

　

白
井　

裕
一	

（
池
田
分
団
）

　

馬
込　

真
一	

（
池
田
分
団
）

　

黒
瀬　

慎
吾	

（
役
場
消
防
隊
）

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
肝
属
支
部
勤
続
章
】

▪
15
年

　

久
津
輪
力
哉	

（
中
央
分
団
）

　

野
間　

賢
司	

（
神
川
分
団
）

　

下
柳
田
浩
行	

（
神
川
分
団
）

　

小
平　

浩
文	

（
池
田
分
団
）

　

西
川　

健
児	

（
麓
分
団
）

　

宿
利
原
伸
一	

（
役
場
消
防
隊
）

【
25
年
勤
続
妻
・
家
族
の
表
彰
】

　

上
鶴 

映
子	

（
神
川
分
団
）

【
退
団
者
表
彰
】

▪
10
年
以
上

　

坂
口　

勇
夫	

（
本
部
）

　

永
𠮷　

辰
夫	

（
本
部
）

　

川
畑　

力
男	

（
大
原
分
団
）

　

山
中　

純
一	

（
中
央
分
団
）

　

段　
　

優
一	

（
池
田
分
団
）

　

川
路
伸
一
郎	

（
川
原
分
団
）

　

下
八
重
健
二	

（
川
原
分
団
）

　

松
ノ
下
大
作	

（
大
原
分
団
）

　

大
原
地
区
公
民
館
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
と
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
「
も
み
じ
」
の
管
理
作
業
や
薬

剤
塗
布
（
五
〜
十
一
月
）、
植
栽
・
肥

料
散
布
（
二
月
）
で
す
。
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
る
「
も
み
じ
」
を
絶
や
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
魅
力
あ
る
地
区
に

な
る
よ
う
手
を
取
り
、
汗
を
か
き
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
に
は
小
学
校
が
あ
り
、
学

校
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
、
地
区
の

行
事
と
学
校
行
事
と
連
絡
調
整
し
、

児
童
生
徒
に
は
、
青
少
年
育
成
の
日
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暮らしの情報や、みん
なの活躍など、まちの
話題をピックアップし
てご紹介します。

１月13日鳥浜自治会の坂下勝則さんは、第58回鹿児島県青年・女性漁
業者活動実績発表大会で、地産地商！農林水産直売所「ふる里館」の

挑戦！〜養殖業者による６次産業化の取り組み〜と言うタイトルで活動実
績を発表されました。
　その発表内容が、新しいビジネスモデルの成功例であると評価され、鹿児
島県代表として３月１日から２日にかけて東京都で開催される第17回全国青
年・女性漁業者交流大会で発表することになりました。全国大会でのご活
躍をご祈念いたします。

6次産業化へ向けての取り組みを表彰

豊作を願って地域一体となりタスキを繋ぐ

100歳おめでとう！

１月14日、錦江町馬場のＪＡ育苗ハウスにおいて、葉
タバコの播種が行われました。昨年の３分の１の耕

作者数となりましたが、これまで以上に良い葉タバコを生
産・出荷できるようにと、町長・議長を始め多くの方々で
祈願しながら、丁寧に種まきをしていました。

１月6日、宿利原地区において校区一周駅伝大会が開
催されました。宿利原地区11自治会対抗で行われ

る駅伝で、少子化により参加できる自治会が少なくなっ
てきてはいますが、昭和50年から続いており、今回で36
回を数える大会となっています。今後も地域と地域を繋
ぐ大会として頑張ってください。

１月5日、大根占地区の錦江園にて德永アク
リさん、1月20日には、有里フキヱさんが

田代地区の上山ノ口にて100歳を迎えられまし
た。町や社会福祉協議会からお祝いが贈られ、
ご家族や親せきの方々に囲まれ楽しいひと時を
迎えられました。
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１月３日、錦江町成人式が錦江町文化センターにて行われました。
　今年は133人の対象者のうち89人が参加し、新成人を代表して磯元崇さん（塩屋自治会）、西元裕樹さん

（下自治会）、上玉利麻美さん（木場自治会）、荒木奈津美さん（東中郡自治会）が新成人の主張を述べられまし
た。
　また、激励のことばとして錦江町青年団団長の牧原史典さんが「これまで育てて頂いた親に感謝し、これから
は、家族や地域に貢献できる責任ある社会人として頑張ってください。錦江町青年団で一緒に地域を盛り上げてい
きましょう！」と述べられました。
　式典終了後には、久しぶりに会った友人たちと、思い出話に花をさかせていました。

平成24年　錦江町成人式

KINKO TOWN TOPICS
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⃝ 地籍調査からお知らせです。 ⃝
平成24年度地籍調査実施地区（予定）について

　平成 24 年度の地籍調査予定地区は、岩元自治会周辺地区、大尾自治会北側周辺地区、田代麓地区の 3地区を行
います。対象となる小字は左記のとおりです。
　なお、下の図面の桃色の部分が 24 年度予定地区です。緑色は国有林です。水色は調査終了した地区です。
（現在 23 年度分で調査中のところを含みます。又、南部開発等の地区も含みます。）

区　　　分 全体 大根占地区 田代地区
全体面積 163.15㎢ 85.34㎢ 77.81㎢
除外面積（国有林等） 56.63㎢ 23.72㎢ 32.91㎢
要調査面積 106.52㎢ 61.62㎢ 44.90㎢
平成23度終了時実施済面積 73.79㎢ 53.88㎢ 19.91㎢
平成23年度終了時進捗率 69.27 % 87.44 % 44.34 %

問い合わせ先
本庁住民税務課（地籍調査チーム） 0994-22-3037
支所住民生活課（税務チーム）　　 0994-25-2511

平成24年度  地籍調査事業
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田　代
③　田代麓地区	 1.33 ㎢

大根占
①　岩元自治会周辺地区	 	 2.33 ㎢

②　大尾自治会北側周辺地区		 0.58 ㎢

平成24年度の調査地区及び小字名です。
（事業費の縮小等により調査地区の変更も予想されます）

⃝地籍調査について
１　年間の立会い日程計画をつくり、通知します。

２　現地調査（立会い）前に集合場所・時間等を示し、立会依頼の通知文書を出します。

３　立会いが出来ない場合は代理人の委任状を出していただいております。

４　南部開発等の終了した地域は地籍調査と同じ精度の測量が行われておりますので対象外です。

５　地籍調査では、台帳名義人の変更（名義変更）はできません。

６　地籍調査では、ある一定の条件が必要ですが、土地の分筆・合筆・地目変更・住所変更は出来ます。

７　地籍調査で打った杭は各自で管理していただきます。

　（年間何千本かの杭を打ちますので役場で管理することは不可能です。ご理解ください。）

８�　調査地区内、またはその周辺に測量用の杭（境界杭とは別です）を打たせていただきます。この際測量は

見通しがきかないと出来ないので雑木等の枝払いをさせていただく場合があります。

９�　公民館等の主なところに黄色の目印テープを用意しておりますので、立会い日までに境界の枝払いをし、

なえ竹等にテープを結んで境界のしるしをして立ててください。

10　平成 24 年度の現地立会いは、５月頃から行う予定です。

米山・大平・竹山・石塚・馬山・牟禮・名辺迫・稗木場

北長尾・北赤迫・七曲・榎ケ枝

油木田・樋渡・永山・段・ 木・塩井川・観音馬場・枦木馬場・東城戸・八田・
城ノ脇・　竹下・堀田・屋敷ノ下・表木ノ下・洗切・マテノ木・春田城・尾ノ後・
中東・麦生田・道ノ下・崩内・大東・飯牟田・山宮・流合・森木ケ迫・小田ケ宇都・
先小田ケ宇都・山神・桂廻・山神宇都・山下・山下西ノ迫
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年金だより　

「前納割引制度」に
ついて

住民税務課 電話 0994-22-3039
住民生活課 電話 0994-25-2511
鹿屋年金事務所 電話 0994-42-5121
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ユニバーサル・スタジオ・ジャパンさんふらわあで行く

　大隅総合開発期成会では、「さんふらわあ」志布志・大阪航路の利用促進を図るため、さんふらわあ
で行くユニバーサル・スタジオ・ジャパンのツアーを企画しました。
　目覚めれば大阪に到着する「さんふらわあ」では、ゆっくりくつろぎの旅が満喫できます。リゾートホ
テルのような豪華な雰囲気のフェリーさんふらわあで思い出づくりをしてみませんか。

●ツアー名………早い者勝ち！がんばれさんふらわあ応援プラン
	 さんふらわあで行くユニバーサル・スタジオ・ジャパン
●旅行日程………平成24年3月23日（金）〜平成24年3月25日（日）２泊３日
●旅行代金… …大人 9,900円、子ども8,400円。
	 ※�どちらもUSJのスタジオ・パス（入園料とすべてのアトラクションが体験できるパス）付き。
	 （�旅行代金の半額を期成会が負担するため、格安となっ

ています。）
●定　　員………120名　※定員になり次第締め切ります。
	 ※詳しくは、お問い合わせください。
　【お申込み・問い合わせ先】桜観光　℡0994－43－１１１１

日程 時間 スケジュール 食　　事
3/23（金） 17：55 さんふらわあ出港	 【船内泊】 夕：船内　各自

3/24（土）
　8：00
　9：00
16：30
17：55

大阪南港到着
送迎バスにてUSJ 到着
送迎バスにて大阪南港へ
大阪南港出港	 【船内泊】

朝：船内　各自
昼：USJ　各自
夕：船内　各自

3/25（日） 　9：40 志布志港到着　解散 朝：船内　各自

温故知新・映像散歩 入場無料

日　時：平成 24年２月 19日（日）13：00〜
場　所：神川学習センター
【問い合わせ先】NPO法人ネイチャリング・プロジェクト
	 まちづくり担い手養成科
	 ℡ 050-3302-5069

　ネイチャリングプロジェクトまちづくり担い手養
成科2期生は、地域の皆様との交流を深めるものと
なるよう、”絆”をテーマに映像鑑賞会を企画しまし
た。皆様のご来場を心よりお待ちしております !

日時：平成24年3月10日(土 )　午後6時30分〜
場所：錦江町文化センター
締切：2月29日です。

【問い合わせ先】　錦江町役場　教育課　℡ 0994−22−0517

出場者募集中
第 3回

職域対抗のど自慢大会開催
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治療�に���
　先進医療として行われる粒子線治療の技術料は、公的医療保険の対象外であるため、全額自己負担となります。がんの種類や
大きさ、照射回数に関係なく、288万3千円かかります。最近では、民間の医療保険でがんの粒子線治療をカバーできる商品も増
えてきています。また、平成23年4月より鹿児島県においては粒子線治療を受けやすい環境を整備するための助成制度も開始され
ています。

治療症例実績（2011年12月29日現在）

前立腺 92 頭頸部 10

肺 36 膵 臓 5

肝 臓 22 その他 13

腎 臓 2 合 計 180

メディポリス指宿（指宿市）の「がん粒子線治療研究センター」では、
2011年4月の本格稼動より、180名を超える患者さんの粒子線治療を実
施してきました。
　治療部位別に見ますと、前立腺が最も多く、 92名の患者さんの治療を
行いました。（2011年12月29日現在）
　 「粒子線治療」は、がん病巣にピンポイントに照射ができることから、副
作用を最小限に抑えることができます。また、治療中は、熱や痛みを感じ
ることがないため、高齢者にも優しい治療法です。また、がん治療を行う
施設とリゾート施設を融合した「医療リゾート」での治療は、患者さんそれ
ぞれのライフスタイルに合わせて、仕事をしながら通院で治療を受ける方、
ご家族とともに滞在しながら治療を受ける方など様々です。

粒子線治療費利子補給事業の開始（鹿児島県）
　鹿児島県では、平成23年4月より県民が粒子線治療を受けやすい環境を整備するため、当センターで治療を受ける患者さんまた
はそのご家族等が、治療費を金融機関から借り受けた場合に、利子の一部を助成する制度が開始されました。
・利子補給の対象者
「がん粒子線治療研究センター」で粒子線治療を受け、治療費の支払いのために金融機関から借入を行った患者本人又はその家

族等（親族、同一世帯に属する方）。
但し、患者本人は、治療開始時点において、県内に1年以上在住している方であり、世帯全員の課税総所得金額が600万円以下

の世帯に属する方。
・借入限度額及び利子補給の割合等
①対象借入金
金融機関からの借入金のうち粒子線治療相当額（限度額：2,883千円）

②利子補給率
(1)年利率（6％以内）の100％・・・住民税非課税世帯に属する方
(2)年利率（6％以内）の 50％・・・世帯全員の課税総所得金額が600万円以下の世帯に属する方

③利子補給期間
5年（60月）を限度

※申請に必要な資料等は、県ホームページからのダウンロード及び各地域振興局保健福祉環境部健康企画課で入手できます。

財団法人メディポリス医学研究財団

がん粒子線治療研究�ン��
鹿児島県指宿市東方5188番地
TEL：0993-23-5188

���のがん治療�粒子線治療�

��の����し�

粒子線治療は、一日の治療時間が30分程度で済みます。そのため、治療

以外の時間を快適にお過ごしいただけるよう、様々な体験活動を行っていま
す。近隣の施設において、月1回開催される陶芸教室では、初心者でも簡単

にできるお皿や抹茶椀など陶芸物をお創りいただいています。
　また春には、お茶摘み体験へもご案内をしており、参加された皆さん一様に、
楽しんでおられます。
　 さらに、隣接する宿泊施設「天珠の館」には、温泉スパ施設や健康増進をサ
ポートする運動施設、遊歩道も整備されています。治療中はふさぎがちな気
持ちを癒していただける施設です。

患者さん���� TEL：0993-24-3456
http://www.medipolis-ptrc.org/

但し、胃や腸など消化管のがん、複数のリンパ節転移のある
がん、血液のがんなどは、粒子線治療の適応にはなりません。

粒子線治療の適応�さ�るがん

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

陶芸教室の様子天珠の館 露天風呂
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厳しい中、がんばっています。
　〜今年度の進路状況〜　　　

修学旅行

交通安全教室

町内各所に「学校便り」も配布していますのでご覧下さい。またHPもご覧下さい。
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Minamiosumi/

　12月８日（火）から11日（金）にかけて３泊４日の日程
で２年生が関東方面の修学旅行へ行ってきました。鎌倉の
大仏や鶴岡八幡宮を訪れ、日本の古い文化に触れたり、中
央大学と国会議事堂の見学、マナー＆コミュニケーション
講座を通じて、進路や礼儀作法について学習しました。大
都会の高層ビル群を見たり、ディズニーランドで楽しんだり、
今回の旅行は興奮の連続でした。
　この経験を今後の学校生活に活かしてほしいと思います。

　12月20日（火）、錦江警察署、ＡＬＳＯＫ、本田技研安全運転
普及部の皆様の御協力により第２回交通安全教室が開催されまし
た。自転車と単車の２グループに分かれて、それぞれシミュレータを
使い安全運転について学習しました。
　数名の生徒がシュミレータを操作しながら普段の運転に潜む危
険について画面を通して認識し、事故防止の対策を学びました。

平成 24 年１月 18 日現在
　今回は進路状況についてお知らせします｡ 今年度の３年生 53 名は、進学希望者が 19 名、
就職希望者は 34名でした｡ 進学・就職とも決定率は例年に劣らず、高水準を保っています｡

◦進　学
　今年度は昨年度に比べ、進学希望者の数が減少しまし
た。要因の１つは今年度の３年生から普通科が無くなった
ことです。情報処理科の進学率は昨年度までとほとんど
変化していません。
　今年度の進学先を見ると大学・短大に比べて専門学校
の割合が多いということが挙げられます。これは昨年３月
に発生した東北の震災の影響で就職難が懸念される中、
資格取得により就職を有利にするためだと思われます。
◦就　職
　昨年３月の震災の影響から就職難が予想されましたが、
本校は昨年と同じく高い内定率を維持できました。その要
因としては、まず何より生徒自身の努力とそれを支えた本
校全職員の協力の賜であったといえます。特に、４年前か
ら実施している県外企業訪問により、企業と本校の信頼関
係が構築されつつあり、本校生に対する企業の評価の高
さが内定に繋がっていると思われます。

◦進学【決定率94.7％】

◦就職【決定率97.1％】

　進路実現のためには、基礎学力の向上と定着が今後
も課題になります。そこで、早い時期からの対策や、毎
日勉強する習慣や実践が必要です。本校では昨年度か
ら、学校全体で放課後、国・数・英３教科の演習（マナトレ）
に取り組んでいます。

性別 大学 短大 専門学校 合計
男　子 5 0 4 9
女　子 0 1 8 9
合　計 5 1 12 18

性別 公務員 就職 合計県内 県外 縁故
男子 2 2 5 3 12
女子 0 16 4 1 21
合計 2 18 9 4 33

県　内 :	さつき苑、ＪＡきもつき
	 ㈱日本モレックス、㈱財宝
	 鹿児島興業信用組合
県　外 :	㈱トヨタ自動車、㈱日野自動車
	 ㈱イトーヨーカ堂、㈱山崎製パン
公務員 :	南大隅町役場、自衛隊

主な就職先
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奨
学
資
金
は
、
無
利
子
と
し
、
卒

業
し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
次
の
期

間
内
で
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①� 

高
等
学
校
在
学
期
間
に
貸
付
け

を
受
け
た
者
…
５
年

②� 

大
学
在
学
期
間
に
貸
付
け
を
受

け
た
者
…
５
年

③� 

高
等
学
校
及
び
大
学
在
学
期
間
を

通
し
て
貸
付
け
を
受
け
た
者
…
10
年

　

償
還
は
、
月
賦
、
半
年
賦
又
は

年
賦
に
よ
る
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

全
額
又
は
一
部
を
繰
り
上
げ
て
返
還

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５　
提
出
書
類

① 

錦
江
町
奨
学
資
金
貸
付
願
出
書

② 

錦
江
町
奨
学
生
推
薦
調
書

６　
申
請
の
手
続
き

　

前
項
の
提
出
書
類
を
作
成
の
上
、

平
成
24
年
3
月
30
日
ま
で
に
錦
江
町

教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７　
採
用
予
定
者
の
決
定
及
び
通
知

　

平
成
24
年
4
月
30
日
ま
で
に
採

用
予
定
者
を
決
定
し
、
本
人
に
通
知

し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
県
営
住
宅
の
空
き

家
待
ち
順
位
登
録
の
申
込
・
受
付
を

行
い
ま
す
。

【
鹿�

屋
市
内
】
県
営
西
原
団
地
、
県

営
寿
団
地　

ほ
か
10
団
地

【
垂�

水
市
内
】
県
営
垂
水
団
地
、
県

営
下
宮
団
地

【
錦�

江
町
内
】
県
営
タ
ウ
ン
コ
ー
ト

ハ
ウ
ス
城
元
団
地

【
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
】

　

�

平
成
24
年
２
月
１
日
（
水
）
〜
同

年
２
月
27
日
（
月
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で

【
抽
選
日
時
】

　

平
成
24
年
３
月
７
日
（
水
）

　

午
後
２
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

℡
０
９
９
４
‐
40
‐
９
６
２
０

　

FAX
０
９
９
４
‐
40
‐
９
６
２
１

　

脳
卒
中
予
防
に
関
す
る
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
期�

日
】
平
成
24
年
2
月
25
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

【
場�

所
】
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
内
健
康
科
学
館

【
講
演
内
容
】

①� 

脳
卒
中
予
防
と
最
新
最
新
治
療
法

②� 

今
か
ら
で
き
る
脳
卒
中 

予
防
の

た
め
の
食
生
活

③� 

い
つ
も
の
生
活
に
ひ
と
工
夫 

今
か
ら

で
き
る
脳
卒
中
予
防
の
た
め
の
運
動

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室

　

℡
０
９
９
４
‐
42
‐
５
１
０
１

（
内
線
１
２
７
）

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
事
業
課

　

℡
０
９
９
４
‐
52
‐
０
０
５
２

　

電
子
証
明
書
を
発
行
す
る
機
器

が
老
朽
化
に
よ
り
廃
棄
す
る
こ
と
に

な
り
、
支
所
で
行
う
こ
と
が
出
来
な

く
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
住
民
チ
ー
ム

　

℡
０
９
９
４
‐
22
‐
３
０
３
９

　

住
民
生
活
課
民
生
チ
ー
ム

　

℡
０
９
９
４
‐
25
‐
２
５
１
１

お知らせ
コーナー
INFORMATION

2012.　2

　

平
成
24
年
度
錦
江
町
奨
学
生
募
集

要
項
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
錦
江
町
教
育
委

員
会
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

１　
趣
旨

　

こ
の
奨
学
制
度
は
、
学
業
及
び

人
物
が
優
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が

困
難
な
学
生
・
生
徒
に
対
し
て
奨
学

資
金
の
貸
与
を
行
い
、
も
っ
て
本
町

教
育
の
発
展
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

２　
奨
学
金
の
種
類
・
貸
与
月
額

■
大
学
奨
学
生

　

月
額
２
０
、０
０
０
円
以
内

■
高
校
奨
学
生

　

月
額
１
５
、０
０
０
円
以
内

３　
応
募
の
資
格

　

奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
生
徒
は
、

高
等
学
校
及
び
大
学
（
高
専
、
短
大
、

専
門
学
校
及
び
大
学
院
を
含
む
。）
に
在

学
中
の
者
で
、次
に
挙
げ
る
も
の
と
す
る
。

お
知
ら
せ

町
営
住
宅

空
き
家 

状
況

（
２
月
１
日
現
在
）

大
根
占
地
区

　
宿
利
原
定
住
促
進
住
宅	

１
戸

　
京
町
団
地	

１
戸

　
芝
山
団
地	

１
戸

お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
居
希
望
の
方
は
、

建
設
課
ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

 人口の動き
平成24年２月１日現在

前月号比
人　口 8,981人 （△  31）

男 4,233人 （△  17）
女  4,748人 （△  14）

世帯数 4,197戸 （△　９）
△は減少

休日の在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がございますので、
ご利用の前にお問い合わせください。

月　日 病　院　名 電話番号

2月11日 肝属郡医師会立病院 22-3111

12日 濵畑クリニック 25-2575

19日 藤崎クリニック 22-2238

3 月 4 日 肝属郡医師会立病院 22-3111

錦
江
町
奨
学
生
募
集

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー 

県
民
健
康
講
座

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

平
成
24
年
3
月
1
日
か
ら
公
的
個

人
認
証
の
電
子
証
明
書
の
手
続
き

が
支
所
で
行
え
な
く
な
り
ま
す
。

鹿児島県最低賃金が
時間額 647 円 に改正されました。

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

時間額（円） 効力発生日

647 円 平成23年
10月29日

　鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適
用されます。ただし、別に定める特定（産業別）最
低賃金の産業に該当する場合は、当該最低賃金も
適用されます。
【問い合わせ先】　鹿児島労働局　℡ 099-223-8278

最低賃金テレホンサービス　℡ 099-223-8881



KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS 2012.2  12

体育指導委員主催　ニュースポーツフェスタ
錦江町グラウンドカーリング大会

1月1日
～１月31日

戸
籍
の
窓

香典のお返しならサラダ館で
全商品割引奉仕

全国無料宅配もあります
面倒な香典帳を金額順に整理
（お電話ください。カタログをお届けします）

ご挨拶状無料

近くだから便利
全国組織だから安心です

サラダ館 大根占店
錦江町文化センター前
電話 22－2233　
FAX 22－0289

花瀬公園まつり駅伝大会
花瀬でんしろう館多目的広場入口　AM9:30 START
【主催】錦江町・錦江町体育協会・錦江町中央公民館・花瀬公園まつり実行委員会
【主管】花瀬公園まつり駅伝大会実行委員会
【後援】㈱財宝・㈲寿スポーツ・大山商事㈲・南日本新聞社
【お問い合わせ先】TEL.0994-22-0517　FAX.0994-22-0054

第
７
回

3.25
2012（平成24年）

申込み締切
平成24年２月24日（金）期日厳守

参
加
費
無
料

賞
品
も
あ
り
ま
す

期　日：平成24年 3月4日（日）
受　付：午前８時30分
場　所：錦江町総合運動公園
参加資格：�小学生から高齢者までどなたでも

参加できます。
種　目：グラウンドカーリング
申込み締切：平成24年 2月24日（金）

【問い合わせ先】体育指導委員・錦江町教育委員会
　　　　　　　  ℡ 0994 − 22− 0517

※�グラウンドカーリングとは…「グラウンドゴ
ルフ」と「カーリング」を取り交ぜた、肝付町商
工会青年部が考案したニュースポーツです。

肝属郡医師会立病院

職 員 募 集
【常勤職員】
⃝看護師・准看護師…５名（※看護奨学生も同時募集中）
⃝看護助手（資格不要）・介護福祉士…10名
⃝薬剤師…１名	 ⃝臨床検査技師…１名
⃝臨床工学技工…１名
⃝理学療法士・作業療法士・言語聴覚士…各１名

【パート職員】
⃝看護師・准看護士　　⃝看護助手…若干名
⃝栄養士…１名

≪介護老人保健施設みなみかぜ職員募集≫
【常勤職員】
⃝相談員兼ケアマネージャー…１名
⃝介護員・介護福祉士…………２名

【問い合わせ窓口】
肝属郡医師会立病院　総務課庶務係

℡ 0994-22-3111

　錦江町の特産品開発やＰＲイベントを実施す
る協議会を平成 24年 3月に設立します。
　興味のある方は、企画課までご連絡ください。
【問い合わせ先】
　錦江町役場　企画課　℡ 0994− 22− 3032

メンバー募集！
錦江町特産品協議会（仮称）

戸籍に関する情報は
ホームページ上では掲載致しておりません
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　昨年一番読みたい、贈りたい本で一位！
　口コミで共感と感動が広がっています。
　自分の中の「へこたれない心」を呼びさまします
よ！

「折れない心をつくる
たった１つの習慣」

植西　聰 /著

●文化センター図書室にて貸し出し中●

今 月 の一冊今
月
の
表
紙

　

田
代
麓
地
区
公
民
館

【
一
言
コ
メ
ン
ト
】

　

1
年
間
の
無
病
息
災
を
願
い
、
鬼
火
た
き
「
せ
っ

が
い
」
を
2
月
3
日
に
行
い
ま
し
た
。
麓
地
区
の

「
せ
っ
が
い
」
は
、
立
志
式
を
迎
え
た
中
学
生
11
名

に
よ
る
竹
や
ぐ
ら
へ
の
火
つ
け
を
行
い
、
ま
た
和
太

鼓
の
演
奏
や
弓
道
愛
好
者
に
よ
る
遠
的
が
行
わ
れ
、

矢
が
的
に
当
た
っ
た
時
は
、
会
場
か
ら
多
く
の
歓
声

が
あ
り
、
来
場
者
も
例
年
よ
り
多
く
た
い
へ
ん
賑
わ

い
ま
し
た
。

　3月３日・４日に鹿児島市のドルフィンポートで
鹿児島県の半島の隅々まで地域を盛り上げる一環
として、錦江町・南大隅町・肝付町・南さつま市が
一緒になり、行うイベントです。お立ち寄りの際は
ぜひお越しください。
日時：平成 24年 3月 3日（土）・４日（日）
　　　午前 10時〜午後 5時
場所：ドルフィンポート（鹿児島市）
【問い合わせ先】
　錦江町役場　企画課　℡ 0994－22－3032
　　　　　地域振興課　℡ 0994－25－2511

大根占コミュニィティバス
　海岸線巡回バスを運行しています。病院、お買い物、温泉等にご利用ください。

　錦江町では、元気で自立している人も、支援や
介護を必要としている人もすべての高齢者が地域
で安心して生活できるようなまちづくりの実現を
目指して、このたび「錦江町老人福祉計画・第 5
期介護保険事業計画（素案）」（平成 24年度〜平成
26年度）を策定します。つきましては、この案に
ついて、町民の皆さんの意見をお聞かせください。

6 次産業化講演会開催
　12月に引き続き6次産業化講演会を開催します。
今回は、6次産業化に向けての手法や経営方法など
について説明します。

運行日 ●月〜金（祝祭日は運休）
コース

（１日２便）
●老人福祉センター（午前 11時出発）　→　トロピカルガーデン　→老人福祉センター
●トロピカルガーデン（午後 1時出発）　→　老人福祉センター

【問い合わせ先】錦江町役場企画課　℡ 0994 − 22− 3032

パブリックコメントを実施しています　　みなさんの意見をお聞かせください
錦江町老人福祉計画・第 5期介護保険事業計画（素案）について

【問い合わせ先】保健福祉課保険チーム　℡ 22−3043・福祉チーム　℡ 22−3042・住民生活課民生チーム　℡ 25−2511（内線 555）

◦ �資料の閲覧期間／意見の募集期間：2月24日（金）まで
◦�資料の閲覧場所：本庁保健福祉課、支所住民生活課、町ホームページ
◦�意見の提出方法：住所・氏名・連絡先・意見を書いて次のい
ずれかの方法で提出してください。

◦持参の場合：本庁保健福祉課、支所住民生活課
◦郵送の場合：�〒893-2392　錦江町城元963番地
　　　　　　　錦江町役場保健福祉課宛
◦ファックスの場合：0994−28−3367
◦電子メールの場合：kaigo-h@town.kinko.lg.jp

※時刻表は最寄りのバス停留所で確認してください。

▪講師：川崎　一郎氏
▪日時：平成 24年 2月 13日（月）
▪時間：午後 7時より
▪場所：錦江町役場本庁２階会議室

【問い合わせ先】　錦江町役場企画課
℡ 0994 − 22− 3032

第2段
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ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
自
転
車
っ
て
ど
の
く
ら
い
の
重

さ
だ
と
思
い
ま
す
か
？
今
回
取
材
に
応
じ
て
頂
い
た

木
下
唯
一
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、
木
下
さ
ん
の
乗
っ
て

い
る
自
転
車
で
約
７
ｋｇ
く
ら
い
。
片
手
で
簡
単
に

持
ち
上
が
る
く
ら
い
の
重
さ
で
す
。
平
坦
な
ロ
ー
ド

で
は
時
速
50
㎞
ぐ
ら
い
で
走
る
ん
で
す
よ
。
と
話
さ

れ
た
。
木
下
さ
ん
は
、
南
大
隅
高
校
自
転
車
競
技

部
で
自
転
車
に
出
会
い
、
一
時
期
は
プ
ロ
を
目
指
し

て
い
た
時
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
鹿
児
島

県
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
自
転
車
以
外
に
も
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
行
っ
て
お
り
、
現
在
山
之
口
自

治
会
の
体
育
部
長
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
下
さ
ん

は
、
南
大
隅
町
出
身
で
、
現
在
は
山
之
口
自
治
会

に
居
住
。「
錦
江
町
の
方
々
は
と
に
か
く
や
さ
し
く

て
、
協
力
的
な
方
が
多
い
。
楽
し
く
人
情
味
の
あ

る
地
域
で
す
。
山
之
口
の
海
岸
か
ら
見
え
る
夕
陽

も
最
高
で
す
。」
と
話
さ
れ
た
。

　

木
下
さ
ん
は
、
30
歳
を
区
切
り
に
指
導
者
と
し

て
南
大
隅
高
校
自
転
車
部
の
育
成
を
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
国
体
選
手
や
全
国
高
校
総
体
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
な
ど
多
く
の
方
々
を
指
導
、
平
成
18
年
か

ら
は
鹿
児
島
県
自
転
車
連
盟
の
事
務
局
長
と
し
て
、

鹿
児
島
県
全
体
の
自
転
車
競
技
の
向
上
に
も
勤
め

て
い
ま
す
。
５
月
に
は
照
葉
樹
の
森
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
、
11
月
に
は
ツ
ー
ル
ド
・
お
お
す
み
な
ど
、

近
隣
市
町
村
や
地
域
の
方
々
の
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
一
般
の
方
々
も
参
加
で
き
る
大
会
も
行
っ
て
き

た
そ
う
で
す
。
平
成
32
年
に
は
鹿
児
島
国
体
も
あ

る
の
で
楽
し
み
で
す
ね
と
尋
ね
る
と
、
ニ
コ
ッ
っ
と

笑
顔
を
見
せ
、「
今
年
（
８
月
30
日
〜
９
月
２
日
）、

文
部
科
学
大
臣
杯
全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権
自
転

車
競
技
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
が
、
錦
江
町
・
南
大

隅
町
の
会
場
で
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
の
で
、
近

い
う
ち
に
醍
醐
味
の
あ
る
レ
ー
ス
を
見
れ
ま
す
よ
。」

と
興
奮
気
味
で
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
す
ご
い
で
す

ね
と
尋
ね
る
と
、「
こ
の
大
会
は
大
学
生
に
と
っ
て

最
大
の
大
会
で
地
元
の
鹿
屋
体
育
大
学
を
始
め
、

全
国
各
地
か
ら
４
０
０
名
以
上
の
選
手
、
関
係
者
・

観
客
を
合
わ
せ
る
と
、
町
外
か
ら
少
な
く
と
も
１
、

０
０
０
人
以
上
は
集
ま
る
大
会
で
す
。
近
隣
市
町

村
や
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
誘
致
で
き
た

大
会
で
す
。
全
国
ト
ッ
プ
選
手
の
走
り
を
間
近
で

味
わ
え
る
大
会
で
す
。
大
会
期
間
中
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
と
は
思
い
ま
す
が
ご
協
力
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
１
、０
０
０
人
以
上

来
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
元
の
飲
食
店
や
宿
泊

所
、
物
産
館
や
地
域
の
食
材
が
消
費
さ
れ
、
地
域

の
経
済
効
果
も
す
ご
い
で
す
ね
。
と
尋
ね
る
と
「
こ

れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
に
少
し
で
も

恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
こ
の
大
会

に
限
ら
ず
、
地
域
が
活
性
化
で
き
る
よ
う
に
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
若
者
ら
が
集
ま
り
や

す
く
活
気
の
あ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
。
今
後
は
ジ

ュ
ニ
ア
育
成
も
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。」
と
答
え
ら
れ
ま

し
た
。
木
下
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
・
地
域
大

好
き
の
熱
い
思
い
を
持
っ
た
方
で
し
た
。

◉55人目

木
き

下
した

　唯
ただ

一
かず

 さん 【山之口自治会】

◎�このコーナーでは、町内でこれから根を張っていこうと頑張っている若者を中
心に紹介していきます。第55回目は、山之口自治会の木下唯一さんです。

『少しでも時間があれば体を動かしたいと話す木下唯一さん』

From young people in the future

2012インカレ開催決定!!
（全日本大学対抗選手権自転車競技大会）

　文部科学大臣杯第 68回 全日本大学対抗選手権自転車競技大会（通称：インカレ）
が、平成24年 8月30日〜9月2日にかけて、田代支所を起点に周回するロードレー
ス、南大隅町では自転車競技場でのトラックレースとして開催が決定しました。
　このインカレは大学生にとって最大のスポーツイベントであり、地元の鹿屋体育大
学をはじめ、２９連覇中の日本大学など全国から約400 名の選手が大学No.1を目
指す重要な大会です。大会期間中は相当数の入込客が予想されますので、町民の皆
様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力の程よろしくお願いします。す
でに春頃から事前合宿を行っている大学もありますので、選手を見かけた際には、沿
道でのご声援をよろしくお願いします。

●現在大河ドラマで【平清盛】が
放映されている。錦江町には田
代地区の大原や池田地区の半ヶ
石などに平家の落人伝説や刀・
地名・氏名など平家の末裔と思
わせるところも多い。旧大根占
町と旧田代町は平家の落人伝説

からみると、一緒になるべくして
なった町のように思える。大河ド
ラマ【篤姫】に続き、錦江町が
一つとなった観光ルートが出来
そうだ。まだまだ眠っている落
人伝説や史跡などありましたら
ご連絡下さい。

EDITORSおおすみ農山漁村ツーリズム
研修会開催！

　農山漁村ツーリズム・民泊について聞いたことが
あるが、よくわからない参加してみたいという方を
対象に講演とパネルディスカッションを開催します。
期日：平成 24 年３月６日（火）14：30 〜16：45
場所：錦江町役場２階
講師：かごしま探検の会　東川 隆太郎
【問い合わせ先】ＮＰＯ法人ローズリングかのや
	 ℡ 0994‐41‐8718


